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認 定 書
国 住 指 第 3277号
平成 27年 1月 7日

旭化成建材株式会社

代表取締役社長 前田 宮弘 様

国土交通大臣  太田

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 26第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第人号並びに同法施行令第 108条

第一号及び第二号 (外壁 (耐力壁):各 30分間)の規定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号
PC030BE-3466(1)

2.認定をした構造方法等の名称
フェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイディング・木質系ボード表張
/せっこうボード裏張/木製軸組造外壁

3.認定をした構造方法等の内容
別添の通り

(注意)この認定書は、大切に保存しておいてください。



(別添)

1.構造名

(1)フ ェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイディング・木質系ボード表張/せつこうボード裏張
/木製軸組造外壁

2.寸法及び形状等 (寸法単位 :mm)

3.材料構成
(1)主構成材料 (寸法単位 imm)

つづく

項   目 仕 様

壁  高 構造計算等によつて構造安全性が確かめられた寸法

壁  厚 129以上

壁の構造 真壁又は大壁

項   目 仕 様

柱(荷重支持部抑 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様            ｀

(1)平成 12年建設省告示第 1452号に規定する構造用製材(」AS)

(2)平成 13年国土交通省告示第 1024号に規定する構造用集成材l」AS)

(3)平成 13年国土交通省告示第 1024号に規定する単板積層材(」AS)

(4)平成 12年建設省告示第 1452号に規定する無等級材
・断面寸法 :105× 105以上

・間隔 :4000以下
・密度 :0.35(± 0.04)g/cm3以上

(別添-1)



っづき

項   目 仕 様

外装材 [1]基材

窯業系サイディング(以下「サイディング」という。)
・規格 :JIS A 5422
,組成(質量%):
けい酸カルシウム化合物 65～ 86
有機質繊維       1～ 13
無機質繊維       0～ 4
有機質混和材      14未 満
無機質混和材      27未 満

ただし、有機質絨離と有機質混和材の合計が 18質量%を超えないこと。

※サイディングに使用されている繊維質原料と混和材の例

●繊詐質原料
・有機質 :セルロース繊維、ポリビニルアルコール繊維、ポリプロピレン繊維等
・無機質 :ガラス繊朧、ロックウール繊維等
●混和材
・有機質 :リ グニン、メチルセルロース、綾水剤等
・無機質 :パーライ ト、炭酸カルシウム、マイカ等

〔2]表面塗装
。種類 :(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様

(1)ア クリルウレタン樹脂系塗装

(2)アクリル樹脂系塗装

(3)アクリルシリコーン樹脂系盗装

(4)フ ッ素樹脂系塗装

(5)エポキシ樹脂系塗装

(6)無機質系塗装

・塗布量 :200g/ポ以下 (有機固形分)

[3]かさ比重

1.1(± 0.2)(絶乾)

141形状

(1)寸法

(2)端部形状

サイディング相互の重なりと隙問 斗隙間

厚 さ
幅 長 さ

最 月ヽ 最 大 最 刑ヽ 最 大

15～26 303 455 910 3640

厚 さ 重なり 隙 問

15～26 6以上 3以下

(別添 -2)
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っづき

項   目 仕 様

外装材

(つづき)

(3)断面形状

※中空の形状

a

E=コ d t

C e

厚さ t a b C d e

18以上 5以上 3.5以上 4以上 t‐(a+∂ t以下

ただし、厚さ18を超える場合、厚さを増した分だけdの長さを増すことができる。

[5]張方

縦張

[6]留め方

金具留め (外装材留金具による。)

厚 さ 模様深さ 容積欠損率 (%) ※中空率 (%)

15-26 最ノJヽ厚さ
11以 上 を

確保

11以下 (ただし、板厚15

を超える場合は裏面から

15の位置での欠損率とす

る。)

34以下 (ただし、板厚 18を

超える場合は厚さを増した分

だけ、dの中空部の高さを増
し中空率をあげることができ

る。)

構造用面材 材料 :木質系ボー ド

(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様

(1)構造用合板
・規格 :JAS
・厚さ :9以上

(2)構造用パネル

・規格 :JAS
・厚さ :9以上

(3)鋤
。翔 各 :」AS
・厚さ :9以上
(4)パーティクルボード
・規格 :ЛSA 5908
・厚さ :9以上
(5)ミ ディアムデンシティファイバーボード(MDFl
・売財群:ЛSA 5905
・厚さ :9以上
・密度 :0.7(‐ 0.07)宮 /cll1 3以上

つづく

(別添 -3)
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項   目 仕 様

勝lrラ熙ノ`
'て

、ル とlJノミイ、ノ町徳財
材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(3)集成材
(41単板積層材

・断面寸法 :20× 65以上
(ただし、構造用面材の継ぎ目がくる場合、27× 65以D

・間隔 :500以下

[2]パネル縦枠材
材料 :(1)～ (4)の
(1)夢里ルオ
(2)合板
(0寡顎期レオ
(41単板積層材

うち、いずれか一仕様

・断面寸法 :20× 65以上
・間隔 :4000以下

団パネル横枠材
材料 :(1)～ (41の

8雛 '

(0集成材
(41単板積層材

うち、いずれか一仕様

・断面寸法 :20× 65以上
。間隔 :4000以下

141パネル充てん用明熱材
材料 :フェノールフォーム保温板
・規格 i」IS A 9511
・形状 :平板
・厚さ :251±2)以上(ただし、柱断面寸法以下l
・密度 (基材):24(± 3)特45(± 5)kg/m3
・面材 :(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様
(1)ポ リエステル系不織布

②結5是畔テ繋栄継布
③薪峰ガ肥想
④読講 】挨習】抵.まく
(5)が増写狭綾 酸

マグネシウム紙、ガラス繊維紙、アルミユウムイま
(6)な ヒ́

[5]パネル縦材・縦枠材・横枠材固定用留付材
材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様
(1)く ぎ

期
舗
つ

の

。材質
・寸法
:鉄又はステンレス鋼
:92.75以上×L50以上

(2)ビ ス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :o3.0以上×L50以上

(別添 -4)
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(2)副構成材料

項   目 仕 様

内装材 材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様

(1)せっこうボード

・規格 :」ISA6901 GB‐ R
・厚さ:9,5以上

(2)強化せつこうボード

・規格 :」IS A 6901 GB‐ F
。厚さ :12.5以 上

・端部形状 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様

1)ス クエア

2)テーパー

3)ベベル

項   目 仕 様

通気月同縁 材料 :(1)～(4)の うち、いずれか一仕様
(1)期             I
(2)合板
(3)集成本オ
(4)単板積層材

・断面寸法 :厚さ9～40、 幅 30以上(上下接合部は厚さ9～40、 幅90以上と併用)
。間隔 i500以下

(寸法単位 imm)

っづく

(別添-5)
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項   目 仕 様

防水紙 材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様
(1)アスファル トフェル ト
・規格 :JIS A 6005
・単位面積質量の呼び :430以下
(2)透湿防水シート
・規格 :」IS A 6111
・厚さ:0.2以下
。材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系
。表面アルミニウム蒸着仕上げ :1)又は 2)のいずれか一仕様
1)あ り
2)な し

(3)な し

防湿気密フィルム 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)住宅用プラスチック系防湿フィルム
・規格 :ЛS A 6980
。厚さ :0。 2以下
(2)包装用ポリエチレンフィルム
・規格 :」IS Z 1702
・厚さ :0.2以下
(3)農業用ポリエチレンフィルム
・規格 :ЛS K 6781
・厚さ :0.2以下
(4)な し

下地胴縁

(外張付加断熱材

の厚さが 105を超

える場合設置 :

105以下は必要に

応 じて設置 )

材料 i(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様
(1)寡錦オ
②合板
③集沸オ
(4)単板積層材
。断面寸法 :15× 30以上
。間隔 :500以下

内装目地材 材料 :(1)、 (2)又は(2)と (3)の併用のうち、いずれか一仕様

(1)な し

(2)せっこうボー ド用目地処理材
。使用量 :100g/m以上

(3)ジョイントテープ
。材質 :ガラスファイバーテープ
む寸法 :幅 50、 厚さ0.15～ 0,20

留付材 [1]外装材留金具                      ´
や材質 :(1)～ (10)の うち、いずれか一仕様
(1)溶融亜鉛めっき鋼板 (」IS G 3302)

(2)塗装溶融亜鉛めつき鋼板 (」IS G 8812)

(3)溶融亜鉛
‐5%アルミニウム合金めっき鋼板(」IS G 3317)

(4)塗装溶融亜鉛‐5%アルミユウム合金めっき鋼板(」IS G 3318)
(5)溶融 550/0アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板l」IS G 3321)
(6)塗装溶融 55%アルミ手ウム‐亜鉛合金めっき鋼板(」IS G 3322)
(7)ポ リ塩化ビニル被覆金属板(」IS K 6744)
(8)熱間圧延ステンレス鋼板(ЛS G 4304)
(9)冷問圧延ステンレス鋼板(」IS G 4305)
(10)溶融亜鉛‐アルミニウム‐マグネシウム合金めっき鋼板
(指定建築材料国土交通省大臣認定第MSTL‐ 0064号,0065号 0069号 ,0070号 )

(別添 -6)
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項   目 仕 様

留付材

(つづき)
O

形状

f

h

d

引畔

Ｏ

ａ
○

f

h

d

b i bl十 b! a=a tt a2、 b=b+b! J「 l

―引

wi幅 40以上
h:高さ 40以上   ′
w+hi幅 と高さの合計 90以上
ti鋼板の厚さ 0。8以上
a:上部ツメの幅 15.8以上
b:下部ツメの幅 14.0以上
c:上部ツメの長さ 4.2以上
d:下部ツメの長さ 4.6以上          ′
ei上部ツメの掛かり高さ4.0以上
f:下部ツメの掛かり高さ4,2以上
上部と下部のツメの総桝かり面積 175mm2以上[(a× e)+(b× f)]

・留付間隔 :横方向 外装材の幅による
高さ方向 500以下

121外柴材留金具固定用

材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様

(1)ス クリューくぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼

・寸法 :φ l,9以上×L32以上

(2)リ ングくぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(3)タ ンピンねじ

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×■25以上

Ｏ

ａ

・留付間隔 i500以下

(別添-7)
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項   目 仕 様

留付材

(つづき)

[3]胴縁固定用 (通気胴縁・下地胴縁)

材料 :(1)又は(21のいずれか一仕様
(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼

1

・寸法 :φ 2.45以上×L45以上
(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L38以上

。留付間隔 :500以下

[4]パネル枠材固定用
材料 !(1)又は(2)のいずれか一仕様
(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 3.05以上×L65以上
(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L65以上

・留付間隔 :300以下

[5]内装材固定用

材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様

(1)せっこうボー ド用くぎ
・規格 :JIS A 5508

・寸法 :φ 2.34以上×L31.8以上
(2)十宇穴付木ねじ
・規格 :」IS B ll12
・呼び寸法 !φ 3.1以上×L25以上
(3)ド リリングタッピンねじ
・規格 :」IS B l125
。呼び寸法 ;φ 3.0以上×L25以上
(4)く ぎ
。材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l,9以上×L32以上
(5)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 :200以下

[6]構造用面材固定用

材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様
(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 2.15以上×L38以上
(2)ビ ス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 i500以下

(別添 -8)
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つづき

項   目 仕 様

留付材

(つづき)

[7]スターター固定用

材料 :(1)～(3)の うち、いずれか一仕様

(1)スクリューくぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼

・寸法 :φ l,9以上×L32以上

(2)リ ングくぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(3)タ ンピンねじ

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 :227.5以下

[制中間水切固定用

材料 :(1)～(3)の うち、いずれか一仕様

(1)スクリューくぎ
,材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(2)リ ングくぎ       I
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(3)タ ンピンねじ

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×W5以上

・留付間隔 :500以下

[9]断熱材固定用

材料 :(1)年 (7)の うち、いずれか一仕様

(1)く ぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 lφ l,9以上×L32以上
(2)(片面 。両面)粘着テープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴム系
3)アクリル系
4)アスファル ト系
5)ポ リエチレン系
6)ポ リエステル系
7)ポ リプロピレン系
・使用量 : 以下

(別添 -9)
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項   目 仕 様

留付材

(つづき)

(3)アルミニウムはく付き粘着テープ
。材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系
・使用量 :200g/だ以下

(4)スプレーのり
・材質 :合成ゴム系樹脂
。使用量 :100g/∬以下

(5)接着剤
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様

1)エポキシ系樹脂

2)酢酸ビニル系樹脂

3)ゴム系

4)アクリルウレタン系樹月旨

5)ポ リウレタン系樹脂

6)変成シリコーン系樹脂

7)EVA系樹脂
。使用量 :180g/だ以下

(6)ステープル

・材質 :鉄又はステンレス鋼

・寸法 :肩幅 9.6以上、足長 10以上

(7)な し

[10]防水紙 。防湿気密フィブレム固定用

材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様

(1)ステープル

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :肩幅9.6以上、足長 10以上
(2)(片面・両面)粘着テープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴム系
3)アクリル系
4)アスファル ト系
5)ポ リエチレン系
6)ポ リエステル系
7)ポ リプロピレン系
・使用量 :200g/∬以下
(3)アルミニウムはく付き粘着テープ
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系
・使用量 :200g/ポ以下

(4)スプレーのり
・材質 :合成ゴム系樹脂
・使用量 :100g/だ以下

(5)な し

(別添 -10)
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項   目 仕 様

シール材 材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様
(1)(片面・両面)粘着テープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴム系
3)ア クリアレ系
4)アスファル ト系
5)ポ リエチレン系'6)ポ
リエステル系

7)ポ リプロピレン系
・使用量 ;■ 5g/m以下
(2)アルミニウムはく付き粘着テープ
・材質 :1)～3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系
・使用量 :115g/m以下
(3)シール材
・材質 :1)～6)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リウレタン系樹脂
2)ア クリルウレタン系樹脂
3)ポ リサルファイ ド系樹脂
4)変成ポリサルファイ ド系樹月旨
5)シ リコーン系樹脂
6)変成シリコーン系樹脂
・使用量 100ゴm以下
(4)軟質ウレタン粘着シール

・材質 ポリウレタン系
。厚さ 5,0以下
・使用量 100g/m以 下
(5)な し

スターター 材料 :(1)～(9)の うち、いずれか一仕様
(1)溶融亜鉛めつき鋼版lЛS G 330の

(2)塗装溶融亜鉛めっき鋼板(ЛS G 3312)

(3)溶融亜鉛‐5%アルミニウム合金めっき鋼板(ЛS G 3317)

(41塗装溶融亜鉛‐50/0アルミニウム合金めっき鋼板lЛS G 3318)'

(5)溶融 55%アルミニウム‐亜鉛合るめっき鋼板(ЛS G 3321)
(6)塗装溶融 550/0アルミニウム‐亜鉛合金めっき鋼板(Л S G 3322)

(7)溶融亜鉛‐アルミニウムーマグネシウム合金めつき鋼板lЛ S G 3323)

(8)熱間圧延ステンレス鋼板(Л S G 4304)

(9)冷間圧延ステンレス鋼板(Л S G 4305)

・厚さ :1.0(± 0.21以上

・形状 :L-13× 35以上
っづく

(別添 -11)



つづき

項  目 仕 様

上下接合部

(壁高さが 3030を

超える場合)

材料 :(1)又は(1)と (2)の併用のいずれか一仕様
(1)中間水切
む材質 :つ～9)の うち、いずれか一仕様
1)溶融亜鉛めつき鋼板(ЛS G 3802)
2)塗装溶融亜鉛めっき鋼板(」IS 0 3312)
3)溶融亜鉛:5%アルミニウム合金めっき鋼板(ЛS G 3317)
4)塗装溶融亜鉛‐5%アルミニウム合金めつき鋼版(ЛS G 3318)
0溶融 55%アルミニウム‐亜鉛合金めっき鋼板(ЛS G 3321)
6)塗装溶融 550/0アルミニウム‐亜鉛合金めっき鋼板(ЛS G 3322)
7)溶融亜鉛‐アルミニウムーマグネシウム合金めっき鋼板(ЛS G 3323)
8)熱問圧延ステンレス鋼板(JIS G 4304)
9)冷問圧延ステンレス鋼板lЛS G 4305)
。厚さ :0.3(± 0.05)以上
。見付幅 :30(± 3)以下

(2)シーリング材
・材質 :1)～ 6)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リウレタン系樹脂
2)アクリルウレタン系樹脂
3)ポリサルファイド系樹脂
41変成ポリサルファイド系樹脂
5)シリコーン系樹脂
6)変成シリコーン系樹脂
。使用量 :2冨/m以上

(別添-12)



4.構造説明図

図 1～8に構造説明図を示す。

(1)構造用面材 :真壁、内装材 :真壁、断熱材 :充てんのみ

500以
シール材

シー

柱

防湿気密フィル

パネル充て

外畿材留金輿

スターター

パネル縦材

(防水紙・防湿気密フィルム固定用)

(寸法単位 :mm)

来水切

%糾価対象外

5004ス

※土台

透視図

図 1構造説明図

と`
｀ゝ
ゝ
＼
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留付材(鰤撥箇定用,

邁

(パネル粋精I罰定用)

盟付材

外褒材

留付材醐織固定用)

雷付村

(補遊用画材固定用〕

防水紙

ル材

内襲目地材 防溺気鶴フィルム

水平断面図

鉛直断面図

図 2構造説明図

留付材 (外袋材留金興固定用)
留付材 (外装精密盗輿l 構造用面材

パネル雛材

シー′

パネル充でん用
断奇苺ホオ

_ヽ_ナロ付材(欄造用師材固定用)

留付材〔内幾材固定用)

パネル充てん用断銀翻

防温策密フィルム

(内装材働建用)

区

(別添 -14)



(2)構造用面材 :大壁、内装材 :真壁、断熱材 :充てんのみ

500以

シー

シー,

防湿気轡フイルム

パネル充て

外装材留金具

シー,

メヽネプ スターター

(防水紙・防湿気警フイルム固定用)

(寸法単位 :mm)

※水切

×B早価対象外
土台

透視図

図 3構造説明図

(別添-15)



/

留付材(閥織固定用) 外祭材

パネ,

留付材(摘遺用面材国倉用)

内葉目地材

水平断面図

鉛自断面囲

図 4構造説明図

留付材 (外装材留金具回窟用〕
留付材 (外機材留金輿) 槽造用面材

バネル縦材

フィルム ,(ネル充てん用
断離材

曽村材館造用画材固定用)

留付材 (内幾材固定用〕

〈ネル充てん用断熱本オ

防湿気密フイルム

(内湊十オ団定用)
(,(ネル祥れ材固定用)

留付材

留付材(闘織固定用)

留付材(外藻材い雷金具)

憾

・

膵
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(3)構造用面材 :真壁、内装材 :大壁、断熱材 :充てんのみ

シー)

シー,

防湿気密フイ,

パネル充て

外後材留金員

※床下地材

シー

′ヽネ,

ターター

(防水紙 ぐ防湿気密フイルム団定用)

(寸法単位 :mm)

蒐水切

紫富甲価対象外

%土台

※甚磯

透視図

図 5構造説明図

気
＼ 、
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留付材(月例隷固定

留付材(バネル粋材固定用)

慇付ネオ

'卜

装材

内襲自地材

留付材 l河鶯縁圃鷹用)

留付材(構進用画材固定用)

防水紙

フィアレム

水平断面図

缶′営直断面図

図 6構造説明図

パネル発でん用
断熱材

曽付材 (外襲材留金具閉起用)

留付材

(内曇材監l虚翔)

轡付材(補適用面材固定用)

留付材(内幾材圃建用〕

,(ネル充でん用断熱材

ィルム

手材造用面材
シ

ル材

イ

ゝ
　
　
‐
　

‐
―
趨
霰
レ

臆

・
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(4)構造用面材 :大壁、内装材 :大壁、断熱材 :充てんのみ

ン ヽ

シー

防湿気密フイル

パネル売て

外袋材営金興

シール材

※

バネサ スタータ“

ノ

(防氷熟h・ 防湿気密フイルム固定用)

(寸法単位 :mm)

水ヽ切

とヽ押櫛対象外
土台

建礎

透視図
＼

図 7構造説明図

へ＼
ゝ、
＼
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留付材

留付材

シール材

外装材

内義優ヨ去逢材

留付材 (η側繰固定用〕

留付樹(外義材留金良固定用)

留付材(外襲材留金具)

留付材(精逮鳥画材固定用)

防水杵轟

フイルム

水平断面図

鉛直断面図

図 8構造説明図

留付材 (外装材留金異岡鷹用)
留付材 (外装材留金輿) 綺驚用面材

留付樹t措遊用画材回定用)

留付材(内装材固定用)

内装材

バネル売でん用断熱構

防親気密フイルム

レ材

パネル売でん用
断熱材

＼
　
　
′　
　
ヽ

＼
　
　
―
―
　
‐　
引
―
　
‐

∃
目
Ｆ

陸

・
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5,施工方法等
<施工図>
図 9～ 14に施工図を示す。

通気胴線

(寸法単位 imm)

(外機材留金具)防氷紙

バネ,

水平断面図

バネル充てん周断蕪材

＼天丼胡

バネル売てん窮拇F碗舟ネオ

ィルム

プ〔ネ,レイ穣枠材

業床

フィルム

k軒桁

スターター

来上奮

オ4盛擬

鉛直断面図

充てん断熱のみの施工例

図 9 施工図

(別添 -21)
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<ハネル図>

/ヽ承r

パネ,レ充て
断熱緒

(寸法単位 :mm)

1)栓 P覇ヨ臨500以下 2)糧聞鰯S斡超

バ卑ル機粋材 パ身、ル遊弱構朝

/fエルな根材

バネル党て
断熱材

下

橘進帰函協

バ卑ル充てた酪断翔猪

バネル雛粋柘

攣増   |J

材

プXネザク売rん用斯熱村
バネル縦撰

図 10 施工図
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(寸法単位 :mm)

3)機調綿1000超

′くネル緞1峯材

バネカ縦撚
婦遺翔箇材越季は聯う)〕

パ糸Jレ充てん翻
縣熱期

土攣をと

造用函橘 ポネル粧材鶴遺屈 購 雑手部分

'

バネル充てん月釦熱鵜

図 11 施工図

′ヽ「孝、ル揃モ粋材 パネル事l廷材
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(寸法単位 imm)

4)柱闘隔1500超

パ
''ヘ

ル横神材

槻造用蘭名な

バ未

バネ

バネル癬樹
(楓造露遜材薄離手部命)

ハf″、ル充て
断舗材

18,5以下

縞造用麗材 パネ′レ縦補(協進周爾i村級争)

メヽネル縦粋稲 Aネル継材 パネ,レ売ぞん用勝熱材

図 12 施工図
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留付材 (バネル縦材・縦枠材・機粋材固定用)の固定方法と
パネル縦材・縦粋材の欠き込みによる斯線材固定方法

踏

`

′(ネ )

バネル充て
新熱材

Ⅲ紺枠材固定婦)

図 13 施工図

(す渡単イ蓮im市)

パネル横枠材

バネlレ報律旬 ヂ代慕ザ歩舜てん癬
断熟精章月盪船コ材

断難パ身、ル断面詳奪l田図

(パネル縦韓材 `縦材の欠さ込みによる断熱材固定方法〕
茂部鮮細劉

(別添-25)



<上下接合部の納まり例 :壁高さが 3030mmを超える場合>

パネlレ鶴モ材

防溺気謗フィルム

パネル充てん用
断緯材

構造綿団材

外孫イす加断熱材

防水摯遺

外装材留金見

スタータ

通気鯛縁

留付材で外装材留金興固定用)

外遊竜樹留金疑

警付樹(中間水切国定用

'留付材イスター狭―固定駕)

スタイータ…

杉一リ

防水驚氏

留髄 l綱撤固定用)

繕造用麺材

外装村
~~―ヽ

透視図

鉛直新面図

図 14 施工図

留付牟オ(内警材固定用〕

バネル充てん用断鶴材

隣湿鑢鬱フィルム

肉襲4オ
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<施工手順 >
(1)下地組等

(a)又はlb)のいずれか一仕様とする。

(a)

①柱は、反り曲がりのないものを使用し、垂直に取り付ける。
②パネル縦材、縦枠材、横枠材の取付け
パネル枠材固定用留付材を用いて柱、土台等に取り付ける。
③構造用面材の取付け
柱、縦材、縦枠材等の上に構造用面材用留付材を用いて取り付ける。
④断熱材の取付け
パネル充てん用断熱材は隙間が生じないように、パネル縦材、縦枠材、横枠材問等に充て
んする。

(b)

①工場にて、パネル縦材、縦枠材、横枠材と構造用面材、断熱材を組み合わせパネル化する。
この際、縦材、縦枠材、横枠材同士はパネル枠材固定用留付材、構造用面材は構造用面材用
留付材で、パネル充てん用断熱材は断熱材仮固定用留付材で、留め付ける。
②壁パネルを、柱・梁・土台間等にはめ込み、パネル枠材固定用留付材で留め付ける。

(2)防湿気密フィルムを張る場合             ｀

防湿気密フィルム仮固定用留付材を用いて、たるみやしわのないように、充てん用断熱材より室
内側に取り付ける。

(3)シール材を貼る場合

断熱材あるいは構造用面材の目地の上部から、剥がれないように貼る。

(4)防水紙を張る場合

横張を原則とし、所定の重ね代を確保した上で、防水紙固定用留付材で仮固定する。

(5)胴縁の取付け

断熱材の上に,胴縁固定用留付材を用いて取り付ける。

(6)外装材の取付け

目地にずれが生じないよう、外装材留金具、外装材留金具留付材を用いて取り付ける。

(7)内装材の取付け

内装材用留付材を用い、柱、縦材、縦枠材等に取り付ける。

(別添-27)




